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看護基礎教育における看護学実習指導場面での
ケアリングの実際

―文献レビューからの考察―
Actual conditions of caring in nursing practicum situations for nursing studies 

during basic nursing education
-Considerations from literature reviews-
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目的：実習指導者および教員が、学習者である看護学生に対して実習指導の中でケアリングをどの

ように実践しているのかについて、先行研究から明らかにする。

方法：医学中央雑誌Web版、CINAHL/MEDLINEに2018年８月までに公表された臨地実習における

学生への実習指導の中でケアリングを示唆する研究報告を30件抽出した。抽出した先行研究から、

実習指導の中で行われていた学生へのケアリングについて検討した。

結果：実習指導者および教員の学生へのケアリングは、考えるきっかけを与える、学生を受け入れ

尊重する、学生の行動・態度を認める言葉がけであった。また、学生と一緒に考える、学生の行

った看護実践を認めて意味づけする、学生の自信につながる実習記録へのコメントを記述していた。

結論：実習指導者および教員は、学生の人格を尊重する言葉がけ、気遣い、配慮を取り入れた実

習指導を行っていた。今後は、実習指導者および教員が、実習指導における学生へのケアリング

の重要性を再認識し、日々の指導で意図的に実践できるための教育的介入が必要である。

要旨
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Ⅰ．はじめに

　ひとりの人格に対するケアリングとは、最

も深い意味で、その人が成長すること、その

人の自己実現を助けることである1)。そもそ

もケア Care には、心配や気がかりという意

味の他に、気にかける、配慮、気配りという

意味がある。人が生きていく上で、他者から

気にかけられ、配慮される経験は、自分が大

切に扱われているという実感につながり、自

ら進んで行動を起こしたり、自由に自分の考

えを述べられることにもつながってゆく。

　教育におけるケアリングは、ケアする者と

ケアされる者との相互性によって成立し、ケ

アされる者の応答やケアする者のケアされる

者に対する専心が重要である。人は基本的な

ニーズとして、理解され、受け入れられ、尊

敬されることが必要であるという意味でケア

されることを必要としている2)。

　看護においてケアリングは、看護行為を本

質的に捉える際に用いられる看護業務や看護

実践の中核を表すものとされ、看護の本質と

なる重要な概念と位置づけられている3)。そ

のケアリングを看護基礎教育でどのように学

ぶかについて、安酸4)は経験型実習教育を提

唱し、臨地における複雑な現象の中での経験

を自らが意味づけしていくという学習形態の

中で、実践知の習得に焦点を充て、経験を意

味づけることの重要性について言及してい

る。

　看護を学ぶプロセスにある学生の多くは青

年期にあり、アイデンティティ確立の最中に

いる。この時期に経験する看護学実習におい

て、学生の看護実践や学習の成果を認め、そ

の意味づけをするといったケアリングを体験

することで看護者として大きく成長する5)。

研究者自身も日々の実習指導において、指導

する側の関わり方で、学生の看護学実習に対

する姿勢や取り組みが大きく変わることを実

感する。例えば、その場に居ることを認めら

れ、学習者にとって安全が保証されている関

わりや指導を受けると、学生の思考は広が

り、対象に関心が向き理解も深まることを経

験する。つまり、看護学実習において学生が

理解され、受け入れられ、尊重されるといっ

た学生自身がケアされる者としての体験をす

ることで、学生自身もケアする者としてさら

なる成長ができるのではないかと考える。

　以上のことより、看護基礎教育において、

他者への配慮や気遣いといったケアリングを

ケアされる者として体験することが、学生の

看護者としての態度やあり方を成長させるう

えで必要なのではないかと考える。そして、

指導する側の実習指導者や教員は、初学者と

しての学生をケアリングの対象として捉え、

教え導く中でケアリングを実践することが互

いの成長につながると考える。

　本研究では、先行研究から看護学実習にお

いて実習指導者や教員が学生に対してどのよ

うにケアリングを指導に取り入れ実践してい

るのかについて、文献から拾い上げ、実習教

育におけるケアリングの在り様について考察

していきたい。

Ⅱ．研究目的

　本研究の目的は、看護基礎教育における看

護学実習で、指導に携わる実習指導者および

教員が、学生への実習指導の中でケアリング

をどのように実践しているのかという現状につ

いて、文献をレビューし明らかにする。さらに、

今後の看護基礎教育における看護学実習指導

でのケアリングの課題とその可能性について検

討していくこととする。

Ⅲ．研究の意義

　看護学 実習指導における実際の指 導 場面

で、実習指導者や教員がケアリングをどのよう

に実践しているのかについて現状での知見や

課題が明確にできる。さらに、ケアされる者と

しての経験を有する学生を育てるために必要と
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される教育する側の姿勢について示唆を得る

ことができる。

Ⅳ．研究方法

１．研究デザイン

　文献研究

２．用語の定義

１）看護基礎教育

　看護の実践および特定の能力をのばす

ことを目的とした卒後教育のために、広範

囲で確実な基礎を提供する正規に認めら

れた教育課程という杉森6)の定義より、本

研究では、「看護を実践するための基礎的

な知識・技術・態度を修得するための正

規に認められた教育課程」とする。

２）看護学実習

　看護学実習とは、学生が既習の知識と

技術をもとにクライエントと相互行為を展

開し、看護目標達成に向かいつつ、そこ

に生じた看護現 象を教材として、看護実

践に必要な基礎的能力を習得するという

学習目標を達成する授業という舟島7)の定

義と同義とする。

３）ケアリング

　ひとりの人格をケアするとは、最も深い

意味でその人の成長や自己実現を助ける

ことであるという Mayeroff1)の主張や、ケ

アする者とケアされる者との相互性によっ

て成立し、ケアされる者の応答やケアす

る者のケアされる者に対する専心が重要

である。ケアすることとケアされることは

根本的な人間のニーズであり、理解され、

受け入れられ、尊敬されることが必要で

あるという Noddings2)の言及をふまえて、

本研究では「ケアの対象となる人の成長や

自己実現を助けること、それによってケア

する者の成長にもつながる相互性をもつ行

為」とする。

３．研究対象文献

　研究目的と用語の定義に基づき、看護基礎

教育における看護学実習指導において、実習

指導者や教員が学生に対してケアリングをどの

ように教育に取り入れ実践しているのかについ

て報告している国内および国外文献を対象とし

た。

４．文献検索および絞り込みの過程

　国内文献については、本研究の目的から検

索キーワードを「看護 基 礎 教育/TH」「臨床・

臨 地 実習/TH」「看 護学 教 員/TH」「実習指 導

者/TH」「実習指 導 者/AL」 とし、 医学中央 雑

誌Web版に収録開始年から2018年８月までに

発表された原著論文を検索した。本研究では、

実習指導者や教員がケアリングとして意図して

いない関わりや日常の看護学実習指導の中で

行われている関わりの中にも、ケアリングと考

えられる関わりが行われているのではないかと

考えたため、検索キーワードとして「ケアリング」

は採用しないこととした。

　 国 外文 献については、「nursing education」

「clinical practicum」 を検 索 キ ーワードとし、

CINAHL/MEDLINEに収集開始年から2018年８

月までに発表された文献を検索した。

　検索されたすべての文献から、看護基礎教

育における看 護 学 実習で実習指 導 者や 教 員

が、学生に対してケアリングをどのように実践

しているのかについて報告している文献を対象

文献として絞り込んだ。

Ⅴ．結果

　医学中央雑誌Web版で、看護基礎教育/TH、

臨床・臨地実習/TH、 看護学 教 員/TH、 実習

指導者/TH、実習指導者/ALを検索キーワード

として検索を行った。それぞれのキーワードを

組み合わせ、看護基礎教育/TH、臨床・臨地

実習/TH、看護学教員/THでは、146件の文献

が抽出された。看護基礎教育/TH、臨床・臨

地実習/TH、実習指導者/THでは、170件の文
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献が 抽出された。 看護 基 礎 教育/TH、 臨床・

臨地実習/TH、実習指導者/ALでは、92件の文

献が抽出され、合計408件の文献が抽出され

た。それぞれのキーワードの組み合わせで抽

出された文献のうち、重複文献を除き、会議録・

商業雑誌に掲載されている文献・日本看護学

会論文集に掲載されていた文献を除外し、114

件に絞り込んだ。絞り込んだ文献の抄録を精

読し、看護基礎教育における看護学実習で実

習指導者および教員が、学生に対してケアリン

グをどのように実践しているのかについて報告

している文献を絞り込み、最終的に検討する

文献は27件とした。

　CINAHL/MEDLINEで、「nursing education」

「clinical practicum」 を検 索キーワードとして

検索した国外文献は、32件抽出された。アブ

ストラクトを精読し、最終的に検討する文献は

３件とした。

　各年度の公 表論文 数は１～６件となってお

り、公表されていない年度もあるが例年一定

数の研究が行われていることを示していた。研

究デザインでは、 質的 研 究デザインは19件、

量的研究デザインは９件、その他２件となっ

ていた。質的研究デザインは対象が実習指導

者と教員となっており、学生を対象にしている

研究はレポートや自由記述式質問紙を分析対

象としていた。量的研究デザインはアンケート

等の質問紙調査票を用いた研究や尺度を用い

て相関関係を明らかにする研究デザインが多

かった（表１-１、１- ２、１- ３参照）。

　検討する30文献を精読した結果、看護学実

習において実習指導者や教員が、対象となる

学生の成長や自己実現を助けるために行ってい

たケアリングは、学生自身に対する関わり、学

生が看護学実習で行った看護実践に対する関

わり、学生が記述した実習記録に対する指導

の中で行われていた。

１．学生の人格を尊重するケアリング

　実習指導者および教員は、実習指導におい

て学生をひとりの人間として、その人格を尊

重し、人として配慮し、気遣うケアリングを

実践していた。まずは言葉がけである。「学

生に考えるきっかけを与える」言葉がけや、

学生を尊重し気遣うといった「学生を受け入

れ尊重する」言葉がけ、学生の行動やがんば

り・立場や状況・態度や性格を認める「学生

の行動や変化を認める」言葉がけを意識して

行っていた 21)。実習指導の経験がある者は、

経験のない者よりも意識して学生を配慮する

言葉を使用していることも明らかにされてい

た 21)。さらに、学生に対する応答としては、

学生が挨拶するときは手を止めて聞く、話し

やすい雰囲気にする 9,12,17,23)、学生が自分で

考える機会や表現してもよいと思える環境作

り、学生が感じたことや考えたことを受け止

めることを意識する、学生の話をしっかり聞

く、笑顔で対応する、学生を名前で呼ぶこと
10,20,21) を実践していた。学生との関係性を大

切にする関わりとしては、学生とよい人間関

係を築く 14,33)、学生に対して思いやりのあ

る姿勢で関わる 12)、頷いたり同意したりし

ながら学生の説明を聴く 10) ということを実

践していた。

　以上のことより、実習指導者および教員は

学生をひとりの人間として尊重するというこ

とを、言葉がけだけでなく自身の態度として

も示していた。それにより学生は言葉という

直接的な体験だけでなく、実習指導者や教員

の態度からもケアリングの姿勢を経験してい

たのではないかと考える。

２．学生の看護実践へのケアリング

　実習指導者および教員は、学生が行った

看 護 実 践 に 対 し て、 学 生 と と も に そ の 意

味 づ け を し、 患 者 に と っ て よ い 成 果 が 得

られた際には学生にそのことを伝えていた
9,12,15,18,20,32,36)。

　また、学生の看護実践にともない、一緒に

考えるということを大切にする関わりも実践

していた。学生と一緒に情報を収集する、学

生に問いかけ一緒に考える機会をもつ 13,15,29)
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ことや、 学生と同じスタンスに立ち、 共に

悩みながら学生と一緒に考える過程の中で、

学生がケアの方向性を見出せるように導く
17,25,27) というケアリングである。

　さらに、学生の行った看護実践について、

視線を合わせて保証する 30)、患者の反応を

学生とともに喜び激励する 15)、患者からの

「ありがとう」の言葉を意味づけして共有 30)

するという関わりを行っていた。

　以上のことより、実習指導者と教員は、学

生の個としての尊重だけでなく、学生が行っ

た看護実践に対しても認めるという関わりを

行い、看護実践が適切であったかどうかにつ

いてフィードバックを行っていた。このこと

は、実習指導者や教員が学生の考えを尊重す

るという態度によるものであり、学生は看護

実践を通して自身の考えを大切にされるとい

う経験をしていることが明らかにされた。

３．学生の実習記録をとおしたケアリング

　看護学実習において、実習記録にかける学

生の労力は大きく、学生にとって実習記録は

大切な成果物である。その実習記録に対する

実習指導者と教員のフィードバックは、「もっ

と頑張ろうという気持ちになり、実習に励む

ことができた」「これでいいのだと自信につ

ながった」という自信やモチベーションの獲

得に寄与していた 16,24,32) 。コメントでほめ

られると嬉しい、がんばる気持ちになる一

方、記録に対する不安や困難を感じていたり
31)、コメントにより学習意欲の低下や自分の

援助を否定されたように感じ、記録は毎日欠

かさず見てほしい、コメントを書いてほしい
37) と求めていた。

　以上のことより、看護学実習においては、

学生の記述する実習記録に対してコメントす

るという行為をとおしてケアリングが実践さ

れていた。学生にとって、実習記録は大切な

成果物である。自身が大切にしていることに

対してケアされる体験を通して、学生自身の

存在も大切にされているという経験をしてい

た。

Ⅵ．考察

１．学習者としての看護学生がケアされる経

験をもつ重要性

　文献レビューの結果、看護学実習において

実習指導者と教員が実践していたケアリング

は、学生の人格を尊重する、学生の行った看

護実践を認めて意味づけする、学生の学習成

果となる実習記録に対して肯定的な意味づけ

となる記述をすることであった。

　看護基礎教育は、単に知識や技術を学内の

演習で習得することが最終目的ではない。講

義や演習を通して習得した知識や技術を実際

の患者に提供するところまでを学生に求める

という特徴をもつ。学内で学んだ患者への知

識や技術の提供は看護学実習で行われ、そ

の看護学実習は学生の基礎的な看護実践能

力習得のために不可欠な授業という位置づ

けにある 7)。看護学実習において学生は、看

護実践を通して経験としての学びを得ていく

が、学生の人格を尊重するという実習指導者

と教員の関わりは、看護基礎教育で学ぶ学生

にとって重要な役割を果たす。文献レビュー

の結果、学生の人格を尊重するために看護学

実習で実践されていたケアリングは、学生を

受け入れ尊重する姿勢や学生の行動・がんば

り・立場・状況・態度を認める言葉がけで

あった。学生にとって自身を尊重される姿勢

を示されることや自身の行動・がんばり等を

認められるという経験は、そこに居てもよい

という安心感や人として大切にされている実

感を得ることにつながる。さらに、実習指導

者や教員からの信頼を感じることにもつなが

る。Mayeroff1) は、ケアする人からの関わり

によって “ 信頼されている ” とケアされてい

る人が認識することは、自分自身の成長を確

信するために大きな力を発揮すると述べてい

る。つまりそれは、学生が自分は信じられて

いると感じるならば、さらに大きな一歩を踏
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み出すことも可能になるということを意味す

る。看護学実習は、複雑な人間関係や多様な

場所・時間において展開される授業であると

いう特徴をもつが 7)、発達段階の途中にあり、

アイデンティティの確立の狭間で揺れ動く学

生にとって、自分自身を信頼されるという経

験は重要な意味をもつと考える。

　また、Noddings 38) はケアリングにおける

対話の重要性について言及している。内潟
39) も教員と学生の関わりそのものがケアリ

ングであり、学生との対話が重要であると報

告している。本研究の結果からも、実習指導

者や教員は、学生が行った看護実践を意味づ

けし、ケアについて一緒に考えることを実践

していた。学生だけでは看護実践を様々な側

面から振り返ることは困難であり、実践した

看護によって患者にどのような反応があった

のか、なぜそのような反応が得られたのかを

学生とともに考えるプロセスは適切な自己評

価につながる。自己評価は、自分を外側から

客観的に捉え、さらに内側から見つめ直すと

いう意義をもち、「わかること」と「わから

ないこと」、直面している問題の明確化、問

題解決に向けた目標の設定、学習することの

意義の理解につながる 40)。自分の実践した

看護を適切に自己評価することは、学んでい

ることは自分にとってどのような意味がある

のかについて気づく過程となる。振り返る過

程を支援し、学生の行った看護実践の意味づ

けをすることで、学生は自身の看護実践のよ

い部分にもよくなかった部分にも気づくこと

ができる。それは、よりよい看護実践を目指

したい、よりよい結果を患者にもたらしたい

という学生の学びへの意識を刺激することに

もつながる。

　また Mayeroff1) は、ケアリングの要素とし

て「忍耐」を重要な要素と位置づけている。

忍耐を単に時間的側面からのみ理解するのは

誤っており、その人と一緒にいることによ

り、その人が考えをまとめたり、何かを感じ

たりする余裕を与えているとしている。学生

に問いかけ一緒に考える機会をもつ、共に悩

みながら学生と一緒に考えるというように、

実習指導者や教員は「忍耐」を大切にしなが

ら学生に関わっていると考えることができ

る。

　実習記録に対するコメントや記述といった

フィードバックは、学生の自信や実習に対す

るモチベーションの獲得に寄与していた。学

生は、多大な時間と労力を実習記録に費やし

ている。その事実から、実習記録は学生にとっ

て自身の学習の成果物であり、大切なもので

あると言える。本研究の結果から、学生の実

習記録に対してコメント・記述するという行

為を通して肯定的な意味づけをするというケ

アリングが実践されていた。このことは、学

生にとっての実習記録の重要性やコメントに

よるフィードバックが、学生にとっては重要

な意味をもつことを実習指導者や教員は理解

していることを示す。しかし、「記録は毎日

欠かさず見てほしい」「コメントを書いてほ

しい」という結果も明らかにされており 37)、

学生は毎日何らかのフィードバックがあるこ

とを期待しているが現実としては実践されて

おらず、学生のニーズが満たされていないこ

とがわかる。学生の取り組んだ学習行動に対

して、何らかの応答を示すことは、自分に関

心を寄せられ、大切な存在であることを学生

自身も認識できる。実習指導者や教員は、学

生にとっての実習記録の重要性やコメントに

よるフィードバックについて再認識し、ケア

リングの実践の一部分として意識して取り組

むことが求められる。

２．実習指導者と教員がケアリングを示すこ

との重要性

　本研究の結果から、看護学実習において実

習指導者と教員が学生の人格を尊重し、学生

の看護実践を意味づけるといったケアリング

を実践していた。学生の成長や自己実現を助

けるというケアリング、すなわち学生がケア

されるという体験だけでなく、実習指導者や
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教員がケアリングの姿勢を示すことの重要性

についても考えてみたい。

　Noddings2) は、ケアされる者が自分で感じ

取ったケアする者の態度の影響を受けて、「育

ち（grow）」「 輝 く（glow）」 と 述 べ て い る。

看護基礎教育で学ぶ学生は、それまでの人生

の中で、様々な人からケアリングを受けて生

きてきている。看護実践の場面で実習指導者

や教員からケアリングの姿勢を示される体験

は、最も身近なケアリングのモデルと成り得

る。 だが、 ケアリングの姿勢を示すために

は、実習指導者や教員の認識が重要となる。

Noddings2) は、ケアする者はケアされる者に

専心没頭し、その人に何かしてあげたいと思

うこと、ケアされる者はケアする者のケアに

対して何らかの反応を示し、受け入れること

をケアリングの関係の基盤であるとしてい

る。西田 41) は、ケアリングの構成要素のひ

とつとして、看護師の行う看護実践は表象的

には看護技術として表現されるが、その根底

には患者に対する思いや願いがある。患者が

その思いや願いを受け止め、看護師に応答す

る・再び呼びかけるという関係が存在すると

している。実習指導者や教員が行っていた学

生の人格を尊重するケアリングは、言葉がけ

や学生に対する態度という形で学生に伝えら

れていたが、その根底にある実習指導者と教

員の思いや願いがあるのではないだろうか。

学生を大切に育てたいという思いや学生に多

くのことを学んでもらいたいという願い、よ

い看護師になってほしいという願いが存在し

ているのではないかと考える。その思いや願

いは、学生に受け入れられ、実習指導者や教

員に応答し再び呼びかけるという反応とな

る。そうしたケアする者とケアされる者とし

ての応答性が存在しており、学生をケアされ

る者として認識してケアリングが実践されて

いると考える。しかし、日々の看護学実習指

導の中でこのようなケアリングを実践してい

くためには、実習指導者と教員の意図的な関

わりが必要となる。実習指導者や教員が意図

して学生と関わり、ケア姿勢を見せていくこ

とで、学生はケアリングを学びとることがで

きるのではないかと考える。

３．実習指導者・教員・学生間におけるケア

リングの相互性

　文献レビューの結果から、看護学実習にお

いて学生はケアされる経験をしていることが

明らかになった。ケアされるという経験は、

青年期にある学生にとっては重要な意味をも

つ経験となる。しかし、学生はケアされる存

在で在るだけなのだろうか。

　ケアリングはそもそも相互行為という位置

づけをもつケアである 2)。ケアリングが相互

行為であるならば、教員や指導者に対しケア

する者としても存在しているはずである。さ

らに実習指導者や教員もケアする者として存

在するだけでなく、ケアされる者という側面

を合わせ持つはずである。しかし、ケアリン

グはケアされている者がケアされているとい

うことを理解しないときには成立しない 38)。

このことは、実習指導者や教員が学生からも

ケアされているという認識をもたなければ、

学生からのケアリングは成り立たないことを

意味している。学生とのケアリングを創り上

げていくためには、実習指導者や教員が学生

をケアしているという認識に留まらず、学生

からもケアされているという認識をもつこと

から始まる。そして、その認識を言葉あるい

は姿勢・態度として示していくことで、お互

いの成長を目指す存在となることができるの

ではないかと考える。

　また、看護基礎教育における看護学実習指

導の中でケアリングを実践していることは明

らかになったが、実習指導者や教員が意図的

に行っているかは明確にされていなかった。

Mayeroff1) は、ケアリングによって他者に与

えるあらゆる方向づけは、その他者がさらに

成長するように意図されているものであると

指摘している。看護を学ぶプロセスにおい

て、ケアされる・ケアするという体験は学生
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の学びとして重要な位置づけにあると考える

が、その学びを確立していくためには指導す

る側がケアリングに基づいた教育を意識的に

実践していく必要があると考える。そのため

には実習指導者や教員がケアリングの重要性

を認識して実践できるための実習指導者や教

員に対する教育的介入の検討が必要である。

さらに、実習指導者や教員が身を置く組織の

風土もケアリングを実践していく上で影響を

与えていることを考え合わせると、実習指導

者や教員への個別的アプローチだけでなく、

組織の風土が実習指導者や教員のケアリング

にどのような影響を及ぼしているのかについ

て、今後明らかにしていく必要があると考え

る。

Ⅶ．結論

１．看護学実習指導において、実習指導者と

教員は学生の人格を尊重する、学生の行った

看護実践を意味づける、実習記録へ肯定的な

意味づけとなる記述をするというケアリング

を実践していた。

２．実習指導者と教員が実習指導の中でケア

リングを実践していたことにより、学生はケ

アされる者としての体験を得ることができて

いた。学生のケアされた体験から、ケアする

者として患者へのケアリングを実践できる看

護者としての成長が期待できる。

３．今後は、実習指導者と教員が、日々の実

習指導で意図的にケアリングを実践できるた

めの教育的介入の検討が必要である。

Ⅷ．本研究の限界

１．文献検索の限界

　本研究の目的および用語の定義より検索

キーワードを決定しているが、公表されてい

るすべての文献を検索することは不可能であ

り、一次文献データベースで検索できた文献

をレビュー対象としている。そのため、看護

基礎教育における看護学実習指導での実習指

導者や教員のケアリングの実際について、現

状を正確に把握できていない可能性がある。
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